
ヤクルト本社は2020年4月の本社ビル移転を機に、健
康管理室を刷新しました。完全個室の面談室、産業医室や、
体調不良時に利用できる休憩室があり、従事者の心身の
不調をバックアップする環境が整っています。

サプライヤーCSRガイドラインの「安全衛生と健康管理」と
いう項目において、サプライヤーの皆さまに事故のない安全
で衛生的な、健康的な職場づくりをお願いしています。

林：健康経営推進課では、定期健診・
各種検診、健康セミナー、ストレスチェッ
クなどの実施を通じて、社員一人ひと
りの健康意識を高めています。また、
ダイバーシティを推進し、女性、障が
い者、シニアを含めた皆さまが働きや
すい環境を整えています。
川島：健康保険組合には保険給付、特
定健診・特定保健指導などの業務が
ありますが、健康経営推進課とは従事
者の健康促進を図る特定健診、特定
保健指導をはじめ保健事業で協働（コ
ラボヘルス※）しています。

林：2019年から健康に関する実態把
握調査を本社の全従事者に対して実
施しています。国民健康・栄養調査
に比べて喫煙率が高いなどの課題が
明らかになっており、現在対策案を講
じています。

川島：ヤクルトは全国に事業所がある
ので、地域格差がないような取り組み
を企画するよう心がけています。健康
キャンペーン「ヤクルト健康21」には、
海外の従事者も参加しています。
林：健康に関する実態把握調査やスト
レスチェックは、海外事業所の方に対
しても実施しています。

林：近年は、当社の健康宣言や、健
康をお届けするには従事者の健康が
まず大事という考え方に共感して入
社する方が増えており、従事者の定
着率も高くなっています。また、ヤク
ルト本社はホワイト500に3年連続で
認定されました。健康の取り組みは
投資家からの注目度も高いと感じて

川島：従事者の皆さまには代田イズムの
「予防医学」の意識を持って、日々健康
づくりに取り組んでもらいたいですね。
林：従事者には1日１本ヤクルト商品
を配付しています。すでに健康意識
が高い方が多いのですが、今後はさ
らに、自ら積極的に健康増進に取り
組む従事者を増やしていきたいです。
今後も健保と協働し、全力で従事者
の健康をサポートしていきます。

皆さまの健康をサポートする企業であるヤクルトにとって、「従事者の健康」は重要なテーマです。
健康経営推進課、ヤクルト健康保険組合が中心となった健康経営のための多彩な取り組みをご紹介します。

健康管理室を刷新

サプライヤーの健康も守る
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関連情報 ��P.17-18�CSR調達の取り組み�サプライチェーン全体でCSRを推進

※��コラボヘルス　健保が加入者の健康データ
を活用・分析して、個人の状況に応じた保
健指導や効果的な予防・健康づくりを行う
「データヘルス」（厚生労働省）と、企業が推
進する「健康経営」（経済産業省）を、健保・企
業が一体となって推進すること

※�「健康経営」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。

健康経営推進課と健保が協働

健康課題を分析し、対応する

健康の地域格差をなくすために

社外からも健康に注目が集まる

予防医学の意識を持ち、
積極的な健康行動を

従事者が主体的に健康行動に
取り組める環境づくりを推進

ヤクルト健康保険組合
事務長　　　　

川島 一也

林さんの健康のヒケツ
1日3食しっかり食べて規則正しく生活し、
ストレスをためないようにしています。

（Tsujiら、Int�J�Probiotics�Prebiotics、2014）

ヤクルトレディの腸内はやっぱり良好

いつもそばにヤクルト商品

ヤクルト商品を飲む機会の多いヤクルトレディ
と一般女性の腸内フローラを比較した結果、
ヤクルトレディの腸内にビフィズス菌などの有
用菌が多いことがわかりました。

就業時間中さまざまなシーンで飲まれるヤクルト
商品は、従事者にとってとても身近な存在です。

川島さんの健康のヒケツ
毎日1万歩以上歩くことを心がけています。
1駅手前で降りて歩くなど工夫しています。

面談室 休憩室

川島：健診では、生活習慣病と予備群
の方が一定の割合でみられますね。
林：早期発見・早期治療が健康の鍵
を握ります。総合健診の受診率や婦
人科がん検診の受診率は、今後特に
高めていきたいです。

株式会社ヤクルト本社
健康経営推進課 課長　　　　
林 房代

います。
川島：事業所へは、健康企業宣言
に取り組み、健康優良企業に認定�

P.11➡ されることで、企業価値の向
上につながるとご案内しています。

健康経営で
イキイキした会社を目指そう！

「健康経営」※とは、企業が経営の視点で従業員の健康管
理を考え、戦略的に実践することです。
ヤクルト本社は、健康を標榜する企業として、従事者が
心身ともに健やかであることが事業の基本と考え、従事者
の健康保持・増進に積極的に取り組んでいます。従事者の
健康意識を高め、健康状態を良好なものにすることは、生
産性の向上、従事者の創造性や活力の向上などをもたら
し、事業の継続的、安定的な発展や企業イメージの向上に
つながると認識しています。2017年に「健康宣言」を公表、
2020年4月には人事部内に「健康経営推進課」を新設し、活
動の深耕を図っています。

貢献するSDGs
3・４：従事者に対してイベント
や研修等を通じてさまざまな健
康情報を提供しています。
８：健康で働きやすい職場環境
の整備は、従事者のやりがい、
働きがいを引き出し、長期的に
は経済成長にもつながります。

健康宣言
ヤクルトは「人々の健康に
貢献する」という理念の
実現には従業員の健康
が不可欠であるとの認識
に立ち、従業員の心身の
健康保持・増進および安
全・安心な職場環境づく
りに努めます。

1 ヤクルト健康21
「ヤクルト健康21」は、
毎年9月から11月の90
日間実施する健康キャ
ン ペ ーン で す。2020
年度は、「食生活見直し
コース」「体力づくり運
動コース」の2つがあり
ます。

2 メンタルヘルスケア
社内外に相談窓口を設
けています。法律に基づ
くストレスチェックで高ス
トレスと認定された従事
者に対してはカウンセリ
ングの働きかけも行って
います。

健康診断の結果に応じ
てきめ細かな保健指導
を行っています。

3  健診フォロー 4  任意検診受診促進
就業時間中に受診できる

「婦人科がん検診」の巡
回受診を一部事業所で
実施しています。35歳
以上の従事者が任意で
受けられる「ヤクルト健
保総合健診」の 受診も
促進しています。

48.2％乳がん検診受診

50.0％子宮がん検診受診

婦人科がん検診受診率
※1��健康企業宣言®：健康優良企業を目指して事業所全体で健康づくりに取り組むこと
を宣言し、一定の成果をあげた場合に認定される制度

※2��健康優良企業（銀の企業認定）�：健康企業宣言を行い宣言の取り組みを一定期間継
続して実践し、レポート等を提出して80点以上を獲得した場合に認定

※3��健康経営優良法人（ホワイト500）：健康経営において特に優良な取り組みを実践す
る大規模法人を経済産業省が顕彰する制度

従事者の健康意識は着実にレベルアップ

■ 各事業所では法令に準じ、毎月「安全・衛生委員会」を開催し、安全・安心な職場環境づくりに取り組んでいます。

94.3％

ストレスチェック受診率

118社

49社

健康企業宣言®※1を公表
健康優良企業

（銀の企業認定）※2認定12,485人

「ヤクルト健康21」目標達成者

3年
連続認定

ホワイト500※3

68.7％

運動習慣のある従事者
（ヤクルトグループ）

（ヤクルトグループ）


